
笠間市の不登校について
不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が

登校しないあるいはしたくともできない状況にある年間 30 日以上欠席した者のうち、病気や経済
的理由を除いたものです。

笠間市の不登校児童生徒の実態は、令和元年度から令和４年度まで、増加傾向にありました。
そのため、笠間市は不登校児童生徒の支援として、こども育成支援センター内に教育支援室「こ
こから」を設置し、生徒の社会的自立のための援助・指導を行っております。また、令和６年度
から市内中・義務教育学校全６校に校内フリースクールを開設し、学習保障及び個に応じた対応
に努めております。

令和 5 年度笠間市不登校児童生徒数の現状
小学校 48 名（児童全体の 1.40％）
中学校 144 名（生徒全体の 8.34％）

令和 5 年度笠間市不登校の状況
小学校
「不安・抑うつの相談があった」 … 22.7％
「障害（疑いを含む）に起因する特別な教育的支援の求めや相談があった」 … 17.3％
「学校生活に対してやる気が出ない等の相談があった」 … 16.4％
中学校
「学校生活に対してやる気が出ない等の相談があった」 … 30.4％
「不安・抑うつの相談があった」 … 22.3%
「障害（疑いを含む）に起因する特別な教育的支援の求めや相談があった」 … 17.4%

笠間市不登校児童生徒数の推移
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笠間市における不登校児童生徒への対応
〇 教育支援室「ここから」

学校生活への不安、引きこもり等の予防や、社会自立を目的とし、専門スタッフによるカウ
ンセリング、学習支援、集団・体験活動を行います。通室対象者は、笠間市立小・中・義務教育
学校の児童生徒、および市内に住所を有し、笠間市立の中・義務教育学校卒業後の 18 歳までの
生徒です。公用車による通室支援も行っています。オンライン相談窓口も開設予定です。

<連絡先>
〒３０９－１７０４
笠間市美原三丁目２番１１号(笠間市こども育成支援センター内)
０２９６－７８－９１５１

〇 校内フリースクール
自分のクラスに入りづらい生徒が、落ち着いた空間の中で自分

に合ったペースで学習・生活ができる環境を、市内中・義務教育
学校全 6 校に校内フリースクールとして開設しています。校内フ
リースクールでは、生徒自身が学習計画票を作成し、授業に参加
できるときは参加したり、フリースクールで自主学習をしたりす
るなど、自分のペースで多様な学びを進めることができます。

<連絡先>
各学校の生徒指導担当や担任へご連絡ください。

（例）笠間中学校チラシ
〇 オンライン相談窓口

市内小・中・義務教育学校全校で、オンライン相談窓口を開設しています。児童生徒は端末
を用いて、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー、担任の先生など、相談した
い相手を選んで相談することができます。

〇 その他の相談窓口


